
[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     平日9:00-17:00 （12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 共催  東京外国語大学TUFS Cinema

　　 東京外国語大学国際社会学部大石高典ゼミ
　　 TUFSパレスチナ連帯活動
　　 TUFSフィールドサイエンスコモンズ（TUFiSCo）
協力  本庄からパレスチナへの会
　　 東京外国語大学多言語多文化共生センター

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）

【土】
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※事前登録がなくてもご来場いた
だくことは可能ですが、事前にご登
録いただくとスムーズにご入場いた
だけます。
定員を超える場合は、事前登録を済
ませた方を優先させていただきま
す。

TUFS Cinema とは・・・・・・

東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、
世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を
深めることを目的として
行っています。

『採集する人々』には、イスラエ
ル占領下で自然保護を名目に規
制されながらも野草採集を続け
るパレスチナの人々が登場しま
す。
イスラエル／パレスチナ紛争の
背景にある入植者植民地主義に
ついて理解を深め、土地と人間
の根源的なつながりについて考
えます。

 10月 25日

上映日時
入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

2025年

15:00上映開始 （開場14:40、終了予定17:10）

 パレスチナ映画特集

・映画 『 採集する人々 』  本編上映（65分）, 休憩（10分）
・上映後解説／トーク (50分,うち10分 質疑応答)
  　  遠藤 徹     （本庄からパレスチナへの会／本作配給）
  　  黒木 英充 （東京外国語大学 
          　                                  アジア・アフリカ言語文化研究所 教授）
  　  渡辺 晴海 （東京外国語大学国際社会学部卒業生）
司会：大石 高典 （東京外国語大学
                                  大学院総合国際学研究院 准教授）
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あらすじ
春は野草摘みの季節。家族や友人と野の恵みを拾い集め、分け合
い、食卓を共にする。野草採集はパレスチナの人々の暮らしに息
づく文化だ。イスラエル占領下、この伝統的な採集行為が違法化
された。食卓に欠かせないタイムの一種「ザアタル」、野草の王様
「アックーブ」。これらの野草は今や、イスラエル人たちの集団農
場で栽培される商品となった。自然保護官が目を光らせる中、そ
れでも採集者たちは野をめぐる。見つかれば罰金、あるいは監
獄。法廷では厳しい取り調べが待ち受けている…

受賞歴：ヴィジョン･デュ･レール：ニヨン国際ドキュメンタリー映画
祭公式セレクション

2022年／パレスチナ／65分／アラビア語・ヘブライ語／日・英字幕／
原題 Foragers／日本語字幕　佐藤まな

上映日
2025年10月25日〈土〉 15:00上映開始（14:40開場、17：10終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441 平日9：00～17：00  （12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

監　督： ジュマーナ・マンナーア

パレスチナ映画特集

遠藤 徹     （本庄からパレスチナへの会／本作配給）
黒木 英充 （東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授）
渡辺 晴海 （東京外国語大学国際社会学部卒業生）
司会：大石 高典 （東京外国語大学大学院総合国際学研究院准教授）

上映後解説／トーク

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc251025form/

本作について

人類にとって最も基本的かつ普遍的ななりわいのひとつ
である野生植物を採集して食する採集活動。イスラエル占
領下で、採集を続けるパレスチナの人々。なぜイスラエル
当局は、パレスチナの人々の伝統であるささやかな生業を
「自然保護」を名目に執拗に規制しようとするのか。またそ
の規制をすり抜けて、どのように人々は植物と付き合い続
けているのか。ゴラン高原（イスラエル占領下シリア領）、
ガリラヤ、エルサレムを舞台に、本作品はフィクション、ド
キュメンタリー、アーカイブ映像を行き来しながら、占領
者による文化の略奪に抗い、したたかに暮らしを紡ぐ人々
の姿を軽妙なユーモアと瞑想的なテンポで描き出す。イス
ラエルによるパレスチナ人追放の歴史に連なる今日の紛
争を日常生活の地平から捉え直すのみならず、土地と人間
の根源的なつながりについて私たちの思考を促す。


